2013年12月05日(木)　「おはよう朝日です」

★急増!心臓突然死の予防法

☆リポーター:島田大　おちあやこ

○心筋梗塞というのは、それだけで直接死に結びつくものではない
⇒適切な処置をすれば助かる可能性がある

○心筋梗塞→心室細動に至ると
・数分で体中の機能が停止し、死に至らしめる「心臓突然死」となってしまう

○「心臓突然死」を起こすのは「水分不足」が大きな要因
・水分を摂らないと"血小板"が固まりやすくなる
⇒血液がドロドロに! 

◎心臓突然死
・ある日ある時、まさに突然に起こる
・単なる心筋梗塞ではなく、もう一歩進んだ「心室細動」によって起こる 

◎「心臓突然死」とはどういう病気?

・心臓が何らかの原因で急に止まる→数分間で死に至る

＜突然死＞
「症状が顕れてから24時間以内の予期しない内因死」その原因が心臓にある場合
→心臓突然死

＜心室細動＞
・心臓がけいれんを起こし、血液を送り出す事が出来ない状態

Ｑ．心筋梗塞から"心室細動"を起こす確率は?→40％
・つまり、4割の人は病院に搬送されるまでに亡くなる

心室細動が起こったら・・・
・心肺蘇生やAEDなどの救命措置が1分遅れるごとに10％ずつ救命率が下がる!

心臓突然死=年間約6万人
・1日約160人が亡くなっている!

Q:やはり男性のほうがなる確率が高い?
→もちろん!

＜動脈硬化年齢(血管が硬くなる年齢)＞
男性=45歳以上
女性=55歳以上

○女性は女性ホルモンが出ているあいだは血液の循環を促す
・閉経後に女性ホルモンが減少するとともに、女性も男性と同じように心筋梗塞・心臓突然死が起こり得る
・比較的若い女性でも心筋梗塞になった例も

＜女優　天海祐希さん＞
・今年5月に軽度の心筋梗塞で入院
・その後復帰して活躍中

Q:みんなが"心室細動"になるわけではない?
→心筋梗塞になった人が"心室細動"を起こすには"他の因子"がある 

◎心室細動を起こす「他の因子」とは?

「心臓突然死」が起こりやすいタイミング
・1日のうち→午前6時～正午
・1週間のうち→土曜日～月曜日
・1ヵ月のうち→第1週目
・1年のうち→冬(12月～1月)

⇒変わり目(朝起きた時や週の始めなど)
「交感神経」が活発になる→心臓突然死が多い

＜心臓突然死の7割は自宅で起きる＞
朝会社に行く前など、交感神経に切り替わって
心臓が興奮状態にあることが原因とされている

＜お酒を飲むと…＞
血管中の水分が奪われて脱水状態に
⇒できれば合間に水やノンアルコール飲料などを摂るように心がける

寝ているときもほとんど水分は摂らない
⇒夜中にトイレに起きた時などは水を飲む

＜マグネシウム＞
・血液中のカルシウムを調節して血小板の凝集を防ぐ働きがある
・マグネシウムを多く含む=「にがり水」など

「こむら返り」=筋肉のけいれん
→同じように心臓でも起こる
⇒「こむら返り」はマグネシウム不足

＜マグネシウムを豊富に含む食品(効果は数ヶ月先)＞
・豆腐
・納豆
・玄米
・にがり
・落花生
・海苔
・ひじき
・アーモンド 

◎心臓突然死を防ぐには…
・水分、マグネシウムで血をサラサラにしておく
・交感神経の緊張を生むストレスや興奮状態をできるだけ避ける

